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昨
年
入
会
し
た
史
都
萩
を
愛
す

る
会
（
事
務
局
：
萩
博
物
館
）
で

は
、
会
報
誌
「
新
・
史
都
萩
」
を

年
三
回
発
行
し
て
い
ま
す
。
少
し

前
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
事
務

局
の
人
と
お
会
い
し
た
際
、
那
須

地
方
を
開
拓
し
た
人
々
に
萩
出
身

者
が
数
名
い
る
こ
と
を
話
し
た
と

こ
ろ
興
味
を
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
「
採
否
は
理
事
会
に
諮
る
こ

と
と
な
り
ま
す
が
、
会
報
誌
に
寄

稿
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
」
と
い
う

提
案
を
受
け
ま
し
た
。 

 

私
自
身
も
那
須
野
が
原
開
拓
に

つ
い
て
学
ぶ
機
会
に
な
る
し
、
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
休
業
も
続
い
て
い

る
の
で
、
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
那
須
野
が
原
博

物
館
か
ら
解
説
書
を
取
り
寄
せ
た

り
、
日
本
遺
産
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

を
見
た
り
し
て
、
紹
介
す
る
口
調

で
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。 

 

掲
載
の
採
否
は
ま
だ
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
ま
ず
は
こ
の
場
で
発
表

し
ま
す
。
萩
市
民
に
な
っ
た
つ
も

り
で
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。 

       

『
長
州
藩
士
の
那
須
野
が
原
開
拓
』 

 

～
西
洋
式
農
場
経
営
へ
の
夢
～ 

 
◆
は
じ
め
に 

 

栃
木
県
の
那
須
と
聞
い
て
、
皆

さ
ん
は
何
か
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ぶ

で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
は
、
広
々
と

し
た
田
園
風
景
が
広
が
り
、
北
か

ら
西
に
は
高
い
山
が
連
な
る
風
光

明
媚
な
地
域
で
す
。
山
間
部
に
は

湯
量
豊
富
な
温
泉
地
、
高
原
地
帯

に
は
別
荘
地
や
レ
ジ
ャ
ー
施
設
な

ど
が
あ
り
、
首
都
圏
を
中
心
に
観

光
客
も
た
く
さ
ん
訪
れ
ま
す
。 

 

さ
て
、
お
勧
め
し
た
い
観
光
ス

ポ
ッ
ト
は
山
ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、

こ
こ
で
焦
点
を
当
て
る
の
は
「
那

須
野
が
原
」
と
呼
ば
れ
る
扇
状
地

に
つ
い
て
で
す
。
こ
の
那
須
野
が

原
に
は
、
次
の
よ
う
な
地
名
が
あ

り
ま
す
。
三
島
・
戸
田
・
青
木
・

品
川
、
さ
ら
に
加
治
屋
・
永
田
・

豊
浦
な
ど
。
こ
れ
ら
は
、
明
治
時

代
に
そ
の
地
域
を
開
墾
し
た
人
々

の
氏
名
や
住
ん
で
い
た
場
所
の
地

名
に
由
来
し
て
い
ま
す
。「
お
や
？
」

と
思
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で

し
ょ
う
。 

 

今
回
は
、
萩
か
ら
遠
く
離
れ
た

那
須
野
が
原
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た

「
明
治
日
本
の
近
代
化
へ
の
挑
戦
」

に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
萩
と
那
須

と
の
知
ら
れ
ざ
る
関
係
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。 

 

◆
那
須
野
が
原
開
拓
に
つ
い
て 

 

栃
木
県
の
北
東
部
、
首
都
東
京

か
ら
北
へ
わ
ず
か
一
五
〇
㎞
の
那

須
野
が
原…

平
坦
で
広
々
と
し
た

こ
の
地
は
、
明
治
期
以
前
は
人
が

ほ
と
ん
ど
住
ま
な
い
原
野
が
広
が

っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
こ
こ
は

国
内
で
も
最
大
級
の
扇
状
地
で
あ

り
、
土
砂
や
火
山
岩
が
厚
く
堆
積

し
、
中
央
部
を
流
れ
る
蛇
尾
川
と

熊
川
は
、
水
が
地
下
に
浸
透
し
て

し
ま
う
い
わ
ゆ
る
水
無
川
と
な
っ

て
い
る
た
め
で
す
。
広
大
な
原
野

が
あ
っ
て
も
、
水
が
な
く
や
せ
た

土
地
で
、
人
々
が
暮
ら
す
の
は
た

や
す
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。 

 

し
か
し
、
明
治
日
本
の
近
代
化

を
確
立
す
る
上
で
重
要
と
な
っ
た

「
富
国
強
兵
・
殖
産
興
業
」
政
策

が
、
那
須
野
が
原
に
鍬
を
入
れ
る

後
押
し
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

萩
藩
（
長
州
藩
）
な
ど
が
「
明
治

日
本
の
産
業
革
命
」
つ
ま
り
工
業

の
近
代
化
に
挑
戦
し
た
よ
う
に
、

北
海
道
や
東
日
本
で
は
、
農
業
の

近
代
化
（
欧
米
化
）
を
目
指
し
て

未
開
墾
地
の
開
拓
が
行
わ
れ
て
い

っ
た
の
で
す
。 

 

で
は
、
那
須
野
が
原
開
拓
に
挑

ん
だ
の
は
ど
の
よ
う
な
人
々
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
土

着
の
名
士
ら
も
名
を
連
ね
て
い
ま

す
が
、
着
目
す
べ
き
は
、
明
治
か

ら
太
平
洋
戦
争
後
ま
で
存
在
し
た

「
華
族
」
た
ち
で
し
た
。 

 

◆
華
族
と
農
場
経
営
に
つ
い
て 

 

華
族
は
明
治
二
年（
一
八
六
九
）

に
作
ら
れ
、
昭
和
二
二
年
（
一
九

四
七
）
の
日
本
国
憲
法
の
施
行
に

よ
り
消
滅
し
た
特
権
的
上
流
階
級

の
称
号
で
す
。
か
つ
て
の
公
卿
と

諸
侯
に
加
え
、
明
治
一
七
年
（
一

八
八
四
）
の
「
華
族
令
」
に
よ
り

明
治
維
新
に
勲
功
の
あ
っ
た
人
々

を
組
み
込
み
、
公
爵
・
侯
爵
・
伯

爵
・
子
爵
・
男
爵
の
序
列
が
作
ら

れ
ま
し
た
。 

 

華
族
は
、
生
活
の
安
定
や
体
面

を
守
る
た
め
、「
華
族
銀
行
」
と
い

わ
れ
た
第
十
五
国
立
銀
行
へ
の
出

資
や
日
本
鉄
道
会
社
の
株
式
の
取

得
に
よ
っ
て
、
経
済
基
盤
を
固
め

て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
武
家

華
族
や
勲
功
華
族
の
中
に
は
、
官

有
地
な
ど
を
開
拓
し
て
、
農
場
経

営
を
試
み
大
地
主
と
な
る
人
々
も

現
れ
ま
し
た
。
官
有
地
は
、
関
東
・

東
北
・
北
海
道
に
多
く
存
在
し
て

い
ま
し
た
。 

 

那
須
野
が
原
は
、
約
一
万
一
千

町
歩
と
い
う
広
大
な
原
野
を
有
し

て
い
た
た
め
、
政
府
の
目
指
す
殖

産
興
業
政
策
に
後
押
し
さ
れ
、
ま

た
東
京
か
ら
近
距
離
と
い
う
地
理

的
条
件
も
重
な
っ
て
、
農
場
経
営

を
目
指
す
華
族
た
ち
の
注
目
を
浴

び
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

 

資
料
に
よ
る
と
、
分
割
や
継
承

も
含
み
那
須
野
が
原
で
は
四
〇
の

農
場
が
開
設
さ
れ
、
う
ち
華
族
農

場
は
一
九
あ
り
ま
し
た
。
経
営
者

を
出
身
地
別
で
見
て
み
る
と
、
山

口
県
と
鹿
児
島
県
が
各
六
、
佐
賀

県
と
高
知
県
が
各
二
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
こ
に
も
明
治
政
府

の
縮
図
が
垣
間
見
え
ま
す
。 

 

◆
西
洋
式
農
場
経
営
と
は 

 

明
治
政
府
は
農
業
に
お
い
て
も

い
わ
ゆ
る
「
お
雇
い
外
国
人
」
と

い
わ
れ
る
技
術
者
の
招
へ
い
や
、

種
子
・
種
苗
の
導
入
、
農
具
の
輸

入
な
ど
を
進
め
ま
し
た
。
中
で
も

力
を
注
い
だ
の
は
欧
米
式
の
農
法

 

山
口
県
萩
市
で
の
生
活
の
記
録 

萩
に
あ
し
あ
と
残
そ
う
よ 

「
特
集
：
長
州
藩
士
の
那
須
野
が
原
開
拓
。」 

令和 3年(2021) 
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を
取
り
入
れ
た
混
合
農
業
経
営
、

い
わ
ゆ
る
大
農
法
に
よ
る
農
業
の

近
代
化
と
い
わ
れ
ま
す
。 

 

農
場
主
が
政
府
高
官
と
い
う
構

図
の
那
須
野
が
原
の
華
族
農
場
で

は
、
開
墾
と
牧
畜
、
植
林
を
中
心

と
す
る
様
々
な
試
み
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
彼
ら
に
は
、
若
き
日
に
留

学
先
で
目
に
し
た
欧
州
貴
族
の
荘

園
経
営
へ
の
憧
れ
も
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

し
か
し
、
荒
れ
た
大
地
の
開
墾

は
容
易
で
な
く
、
多
く
の
農
場
は

採
算
を
度
外
視
し
た
農
場
主
の
私

財
投
入
に
よ
り
か
ろ
う
じ
て
維
持

さ
れ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、

日
本
の
風
土
に
馴
染
み
に
く
い
大

農
法
は
定
着
せ
ず
、
小
農
制
へ
転

換
し
た
農
場
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

◆
現
在
の
那
須
野
が
原 

 

明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
に

日
本
三
大
疏
水
の
ひ
と
つ
「
那
須

疏
水
」
の
開
削
が
始
ま
り
ま
し
た
。

五
か
月
間
の
工
事
の
末
に
本
幹
水

路
一
六
・
三
㎞
の
通
水
が
実
現
、

さ
ら
に
総
延
長
九
六
㎞
に
及
ぶ
分

水
路
や
支
線
が
開
か
れ
ま
し
た
。

か
つ
て
不
毛
の
大
地
と
呼
ば
れ
て

い
た
土
地
に
恵
み
の
水
が
流
れ
、

後
に
は
緑
豊
か
な
景
色
が
広
が
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 

栃
木
県
の
農
業
産
出
額
は
全
国

第
九
位
で
す
。
そ
の
う
ち
主
要
農

産
物
で
あ
る
水
稲
（
同
八
位
）
や

生
乳
（
同
二
位
）
な
ど
に
つ
い
て

は
、
那
須
野
が
原
が
一
大
産
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。
明
治
に
開
墾
が

始
ま
り
、
そ
の
後
戦
後
の
農
地
解

放
に
よ
り
入
植
し
た
人
々
の
努
力

が
実
を
結
ん
で
い
ま
す
。 

 
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
当

時
、
開
拓
地
の
住
人
は
わ
ず
か
二

五
人
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
に

現
在
は
十
万
人
を
超
す
人
々
が
暮

ら
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ほ
ど
の
発
展
を
遂
げ
る
と
は
、
当

時
の
人
々
は
想
像
す
る
こ
と
さ
え

な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。 

 

◆
長
州
藩
士
が
開
い
た
農
場 

 

こ
こ
か
ら
は
、
長
州
藩
士
（
正

確
に
は
山
口
県
出
身
者
）
が
開
い

た
農
場
と
、
今
な
お
残
る
痕
跡
等

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

【
農
場
名
】
①
開
設
年
②
開
設
者
（
爵

位
）
③
所
有
面
積
④
概
要
⑤
農
場
の

痕
跡
等 

※
写
真
は
本
紙
用
に
萩
市

内
の
関
連
ス
ポ
ッ
ト
を
掲
載
。 

 

【
青
木
農
場
】 

①
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
） 

②
青
木
周
蔵
（
子
爵
） 

③
一
五
八
六
町
歩 

④
ド
イ
ツ
貴
族
の
経
営
す
る
林
間

農
業
を
実
践
し
、
森
林
の
育
成

に
力
を
入
れ
ま
し
た
。
森
林
は

赤
松
と
雑
木
林
の
混
合
林
で
、

赤
松
は
木
材
と
し
て
雑
木
は
薪

や
木
炭
と
し
て
販
売
さ
れ
ま
し

た
。
明
治
二
一
年
に
、
農
場
内

に
洋
風
別
邸
を
建
設
、
平
成
一

一
年
に
国
の
重
要
文
化
財
と
な

り
ま
し
た
。 

⑤
旧
青
木
家
那
須
別
邸
と
周
辺
は

道
の
駅
明
治
の
森
・
黒
磯
と
し

て
多
く
の
人
が
訪
れ
る
場
所
と

な
り
ま
し
た
。
別
邸
は
内
部
も

一
般
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
立
青
木
小
学
校
は
、
周

蔵
の
設
立
に
よ
る
私
立
青
木
尋

常
小
学
校
が
起
源
で
、
後
に
公

立
化
さ
れ
た
珍
し
い
学
校
で
す
。

秋
に
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

よ
っ
て
「
青
木
周
蔵
感
謝
祭
」

も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

【
品
川
農
場
（
傘
松
農
場
）
】 

①
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
） 

②
品
川
弥
二
郎
（
子
爵
） 

平
田
東
助
（
伯
爵
） 

③
二
二
六
町
歩 

④
留
学
中
に
ド
イ
ツ
の
信
用
組
合

制
度
に
つ
い
て
学
ん
だ
二
人
。

あ
え
て
大
農
法
で
は
な
く
在
来

農
法
を
採
用
し
、
多
く
の
移
住

者
を
呼
び
寄
せ
る
中
で
、
信
用

組
合
設
立
を
目
指
し
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
二
七
年

に
品
川
信
用
組
合
（
後
に
笠
松

信
用
組
合
）
を
設
立
し
ま
し
た
。

農
場
に
枝
ぶ
り
の
よ
い
松
が
あ

り
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
傘
松
農
場
と
呼
ば
れ

る
方
が
一
般
的
で
す
。 

⑤
品
川
台
や
品
川
堀
な
ど
に
弥
二

郎
の
名
が
残
っ
て
い
ま
す
。
な

お
、
品
川
台
の
一
角
に
は
品
川

神
社
が
あ
り
こ
の
地
を
見
守
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
場
事
務

所
跡
に
は
Ｊ
Ａ
の
事
務
所
が
建

ち
、
産
業
組
合
発
祥
の
地
碑
や

傘
松
農
場
碑
が
歴
史
を
伝
え
て

い
ま
す
。 

 
 

 

※
平
田
東
助
は
米
沢
藩
（
山
形

県
）
出
身
で
岩
倉
使
節
団
に
同

行
し
ま
し
た
。ロ
シ
ア
留
学
後
、

弥
二
郎
と
青
木
周
蔵
の
説
得
で

ド
イ
ツ
留
学
に
変
更
し
ま
し
た
。

後
に
弥
二
郎
の
養
女
達
子
と
結

婚
し
て
い
ま
す
。 

 

【
山
縣
農
場
】 

 

①
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
） 

②
山
縣
有
朋
（
公
爵
） 

③
七
六
二
町
歩 

④
農
場
の
立
地
が
山
地
で
起
伏
が

多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
林
業
を

中
心
と
し
て
植
林
・
製
炭
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
大
正
一
三
年
に

神
奈
川
に
あ
っ
た
別
荘
を
事
務

所
近
く
に
移
築
し
ま
し
た
。
こ

の
洋
館
は
、
平
成
二
年
に
栃
木

県
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。 

⑤
山
縣
農
場
は
現
在
も
存
続
し
、

有
朋
の
ひ
孫
の
故
有
信
氏
の
妻

睦
子
氏
が
代
表
を
務
め
て
い
ま

す
。
敷
地
内
に
建
つ
別
荘
は
山

縣
有
朋
記
念
館
と
し
て
一
般
公

開
さ
れ
、
内
部
に
は
遺
品
や
資

青木周弼・研蔵・周蔵の旧宅。

周蔵は研蔵の養子。 

品川弥二郎誕生

地は児童公園。 

門の跡が残る 

山縣有朋誕生地。 
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料
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
農
場
の
あ
る
矢
板
市
の
特

産
品
り
ん
ご
は
、
有
朋
が
青
森

か
ら
技
師
を
呼
び
農
場
で
栽
培

し
た
の
が
ル
ー
ツ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。 

 

【
毛
利
農
場
（
豊
浦
農
場
）
】 

①
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
） 

②
毛
利
元
敏
（
子
爵
） 

③
一
四
三
六
町
歩 

④
毛
利
元
敏
は
長
府
毛
利
家
最
後

の
藩
主
で
す
。
明
治
元
年
に
家

督
を
継
ぎ
、
版
籍
奉
還
で
藩
知

事
と
な
り
、
藩
は
豊
浦
藩
に
改

名
さ
れ
ま
し
た
。
元
敏
は
、
明

治
一
一
年
に
開
設
さ
れ
た
県
営

那
須
牧
場
を
継
承
す
る
形
で
払

下
げ
を
受
け
ま
し
た
。
名
称
は

那
須
農
場
・
豊
浦
農
場
・
毛
利

農
場
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。 

⑤
農
場
が
あ
っ
た
一
帯
は
Ｊ
Ｒ 

黒
磯
駅
周
辺
で
、
現
在
は
那
須

塩
原
市
の
中
心
市
街
地
で
す
。

豊
浦
町
や
東
豊
浦
な
ど
の
地
名

も
あ
り
、
人
口
の
増
加
に
伴
い

昭
和
四
七
年
に
新
設
さ
れ
た
学

校
は
豊
浦
小
学
校
と
い
い
ま
す
。 

 

【
山
田
農
場
（
黒
田
原
農
場
）】 

①
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
） 

②
山
田
顕
義
（
伯
爵
） 

③
一
一
一
町
歩 

④
那
須
野
が
原
か
ら
少
し
離
れ
た

場
所
に
あ
っ
た
官
有
原
野
に
開

設
さ
れ
た
農
場
で
し
た
。
明
治

二
四
年
に
農
場
内
に
東
北
本
線

黒
田
原
駅
が
開
業
す
る
と
周
辺

は
市
街
地
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

農
場
事
務
所
跡
が
残
り
、
山
田

家
の
意
向
で
山
田
資
料
館
と
し

て
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。 

⑤
Ｊ
Ｒ
黒
田
原
駅
周
辺
に
は
、
那

須
町
の
主
要
な
施
設
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。
駅
近
く
の
音
羽
町

は
、
顕
義
の
東
京
の
住
所
で
あ

る
小
石
川
区
音
羽
町
か
ら
名
付

け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
農
場
跡
に
建
つ
謝
恩
碑
で

は
、
毎
年
秋
に
祖
霊
祭
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

【
野
村
農
場
】 

①
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
） 

②
野
村
靖
（
子
爵
） 

③
三
七
五
町
歩 

④
現
在
の
大
田
原
市
寒
井
あ
た
り

に
あ
っ
た
糠
塚
原
と
い
う
場
所

の
官
有
原
野
を
貸
下
げ
、
牧
畜

を
中
心
と
し
た
農
場
経
営
を
行

な
い
ま
し
た
。
約
十
年
後
に
払

下
げ
を
受
け
る
と
、
地
元
の
実

業
家
に
売
却
し
農
場
経
営
を
終

え
て
い
ま
す
。（
開
設
年
は
定
か

で
な
く
、
二
二
～
二
三
年
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。） 

⑤
短
期
間
で
農
場
経
営
を
終
え
、

ま
た
農
場
の
詳
細
を
示
す
資
料

が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

農
場
の
痕
跡
等
は
明
ら
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

 
 

 
◆
日
本
遺
産
に
認
定 

那
須
野
が
原
開
拓
に
関
連
す
る

文
化
財
等
を
有
す
る
栃
木
県
那
須

塩
原
市
、
大
田
原
市
、
矢
板
市
、

那
須
町
は
、
日
本
遺
産
の
認
定
を

目
指
し
、
文
化
庁
に
共
同
し
て
申

請
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平

成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
）
五
月
に

「
明
治
貴
族
が
描
い
た
未
来
～
那

須
野
が
原
開
拓
浪
漫
譚
（
ろ
ま
ん

た
ん
）
～
」
と
し
て
認
定
さ
れ
ま

し
た
。 

日
本
遺
産
と
は
、
地
域
の
歴
史

的
魅
力
や
特
色
を
通
じ
て
我
が
国

の
文
化
・
伝
統
を
語
る
ス
ト
ー
リ

ー
を
「
日
本
遺
産
」
と
し
て
文
化

庁
が
認
定
す
る
も
の
で
、
ス
ト
ー

リ
ー
の
構
成
要
素
と
な
る
文
化
財

群
を
総
合
的
に
整
備
・
活
用
す
る

こ
と
で
、
観
光
資
源
と
し
て
積
極

的
に
国
内
外
へ
発
信
し
、
地
域
活

性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

も
の
で
す
。 

日
本
遺
産
の
認
定
以
前
か
ら
、

開
拓
の
歴
史
は
、
小
学
生
の
う
ち

か
ら
学
び
、
語
り
継
が
れ
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
は
、

前
述
の
と
お
り
開
拓
者
へ
の
感
謝

の
思
い
は
今
な
お
強
く
、
こ
の
先

も
永
く
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。 

そ
の
中
に
は
こ
の
た
び
ご
紹
介

し
た
青
木
周
蔵
、
品
川
弥
二
郎
、

山
縣
有
朋
、
毛
利
元
敏
、
山
田
顕

義
、
野
村
靖
（
農
場
開
設
順
）
の

名
が
連
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。 

 

◆
む
す
び
に 

 

私
の
生
ま
れ
育
っ
た
那
須
塩

原
市
塩
原
は
、
那
須
野
が
原
の

西
方
の
山
中
に
あ
る
温
泉
場
で

す
。
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
、

品
川
弥
二
郎
は
、
渓
谷
に
臨
む

景
勝
地
に
別
荘
を
構
え
ま
し
た
。

そ
の
一
角
に
は
、
産
業
振
興
功

労
者
の
慰
霊
堂
と
し
て
念
仏
庵

が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。 

 

後
に
、
別
荘
跡
地
は
温
泉
旅
館

と
な
り
ま
し
た
が
、
念
仏
庵
は
取

り
壊
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
現
在
は

塩
原
中
心
部
に
あ
る
妙
雲
寺
境
内

に
移
築
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

毎
年
五
月
、
境
内
に
色
と
り
ど

り
の
牡
丹
が
咲
き
「
ぼ
た
ん
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
る
と
、
念
仏
庵

の
戸
を
開
け
て
、
来
場
者
を
も
て

な
す
抹
茶
席
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

平
地
と
比
べ
、
遅
い
牡
丹
の
花
を

愛
で
な
が
ら
の
一
服
は
、
時
の
流

れ
を
緩
や
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。 

 

「
ど
う
し
て
萩
に
来
た
か
？
」

と
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

私
が
萩
を
選
ん
だ
の
は
、
ま
っ
た

く
の
無
縁
で
は
な
く
、
自
然
と
導

か
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
か
ら
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

※
参
考
・
引
用 

 

那
須
野
が
原
に
農
場
を―

華
族

が
め
ざ
し
た
西
洋―

（
那
須
塩
原

市
那
須
野
が
原
博
物
館
発
行
）
、 

日
本
遺
産
認
定
申
請
書
類
（
日
本

遺
産
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
よ
り
） 

 

◎
作
成
に
あ
た
り
、
那
須
野
が
原
博
物

館
の
み
な
さ
ま
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

山田顕義誕生地（顕義

園）は日大が管理。 

入江九一（兄）と

野村靖の誕生地。 

山縣有朋誕生地。 
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〔
萩
に
関
す
る
自
由
研
究
〕 

 

『
後
小
畑
町
内
の
福
聚
院
』 

 

六
月
半
ば
の
回
覧
板
に
、
興
味

あ
る
プ
リ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

萩
博
物
館
か
ら
後
小
畑
町
内
会
あ

て
に
届
い
た
文
書
の
コ
ピ
ー
で
、

内
容
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。 

 

福
聚
院
所
蔵 

『
萩
七
観
音
詣
奉
納
額
』 

借
用
お
よ
び
展
示
の
お
願
い 

  

本
年
、
萩
博
物
館
に
お
い
て
特

別
展
「
旅
と
人
と
萩
と
」
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。
こ
の
展
示
の
な

か
で
は
、
信
仰
の
旅
・
巡
礼
を
大

き
く
取
り
上
げ
る
予
定
で
す
。
こ

の
展
示
内
で
「
萩
七
観
音
詣
」
に

つ
い
て
も
言
及
す
る
こ
と
を
検
討

し
て
い
ま
す
。 

 

福
聚
院
に
奉
納
さ
れ
て
い
る

『
萩
七
観
音
詣
奉
納
額
』
は
、
今

か
ら
お
よ
そ
三
三
〇
年
前
の
元
禄

六
年
（
一
六
九
三
）、
「
萩
七
観
音

詣
」
の
創
始
と
ほ
と
ん
ど
時
を
同

じ
く
し
て
作
成
さ
れ
ま
し
た
。 

「
萩
七
観
音
詣
」
と
は
、
元
禄

六
年
ご
ろ
に
創
始
さ
れ
た
巡
礼
で
、

萩
城
下
町
周
辺
の
観
音
様
を
祀
る

七
ヶ
寺
を
巡
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

福
聚
院
は
そ
の
う
ち
の
一
ヶ
寺

（
五
番
札
所
）
と
さ
れ
て
多
く
の

巡
礼
者
た
ち
の
信
仰
を
集
め
ま
し

た
。 

 

以
上
の
理
由
に
よ
っ
て
、
貴
重

な
文
化
財
で
あ
る
福
聚
院
所
蔵

『
萩
七
観
音
詣
奉
納
額
』
を
特
別

展
開
催
期
間
中
、
萩
博
物
館
に
お

貸
し
い
た
だ
き
、
展
示
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。 

  

私
が
加
入
し
て
い
る
後
小
畑
町

内
会
で
は
、
同
じ
敷
地
内
に
あ
る

「
福
聚
院
」
と
「
三
島
神
社
」
を

管
理
し
て
い
ま
す
。 

三
島
神
社
で
は
春
と
秋
に
例
祭

が
あ
り
、
引
っ
越
し
て
間
も
な
い

時
期
に
開
催
さ
れ
た
一
昨
年
の
五

月
に
、
春
の
例
祭
に
飛
び
入
り
参

加
し
て
、
神
輿
を
担
が
せ
て
も
ら

っ
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。 

 

一
方
、
福
聚
院
に
つ
い
て
は
月

に
一
度
、
各
組
回
り
番
で
掃
除
を

し
て
い
る
ほ
か
に
、
特
に
行
事
は

実
施
し
て
い
な
い
よ
う
で
、
ほ
と

ん
ど
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

そ
こ
で
、
図
書
館
の
郷
土
コ
ー

ナ
ー
に
見
つ
け
た
「
城
下
町
萩
の

寺
と
人
物
・
萩
市
寺
院
名
鑑
」
を

開
い
て
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
次

の
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

◆
福
聚
院
（
ふ
く
じ
ゅ
い
ん
） 

 

創
建
は
弘
仁
二
年
（
八
一
一
）

で
、
本
尊
は
聖
観
音
菩
薩
。
指
月

山
善
福
寺
（
臨
済
宗
南
禅
寺
派
）

に
所
属
す
る
観
音
堂
で
す
。 

 

昔
、
唐
船
が
後
小
畑
に
漂
着
し

た
と
き
、
そ
の
唐
人
が
観
音
信
者

で
、『
堂
を
建
立
し
観
音
を
安
置
す

る
か
ら
帰
帆
で
き
る
よ
う
に
』
と

の
誓
願
を
し
ま
し
た
。
そ
の
願
い

が
か
な
え
ら
れ
た
の
で
、
地
元
の

人
に
堂
の
建
立
を
依
頼
し
た
と
い

う
縁
起
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

な
お
、
本
尊
の
聖
観
音
菩
薩
は

秘
仏
で
、
古
来
二
一
年
ご
と
に
御

開
帳
さ
れ
て
い
ま
す
。
次
回
は
三

年
後
の
令
和
六
年
（
二
〇
二
四
）

に
御
開
帳
さ
れ
ま
す
。 

 

ち
な
み
に
、
福
聚
院
に
向
か
っ

て
右
下
の
お
宅
は
、
昔
は
殿
様
が

通
る
時
に
休
憩
を
す
る
御
茶
屋
だ

っ
た
そ
う
で
す
。
今
は
砂
浜
を
埋

め
て
海
沿
い
に
国
道
が
通
っ
て
い

ま
す
が
、
狭
い
こ
の
道
が
、
当
時

は
本
通
り
で
し
た
。 

 

◆
指
月
山
善
福
寺
に
つ
い
て 

善
福
寺
は
、
室
町
時
代
の
永
享

年
間
（
一
四
二
九
～
四
〇
）
に
指

月
山
の
麓
に
創
建
さ
れ
た
臨
済
宗

の
寺
院
で
す
。
慶
長
九
年
（
一
六

〇
四
）
に
毛
利
輝
元
公
が
萩
城
を

築
城
す
る
に
あ
た
り
、
現
在
の
場

所
（
川
島
）
に
移
さ
れ
ま
し
た
。 

 

と
こ
ろ
で
、
善
福
寺
に
は
天
文

一
九
年
（
一
五
五
〇
）
の
『
大
内

義
隆
寄
進
状
』
が
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。「
土
地
を
善
福
寺
へ
寄
附
さ

せ
る
の
で
、
早
く
寺
務
を
始
め
な

さ
い
。
」
と
い
っ
た
、
土
地
の
所
有

権
を
認
め
た
（
安
堵
）
文
書
で
、

「
萩
」
と
い
う
地
名
が
表
記
さ
れ

た
も
の
と
し
て
は
現
存
最
古
の
資

料
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

善
福
寺
境
内
の
見
ど
こ
ろ
の
一

つ
に
織
部
燈
籠
が
あ
り
ま
す
。
江

戸
時
代
初
め
の
茶
人
古
田
織
部
が

考
案
し
た
石
燈
籠
で
、
竿
の
部
分

が
角
柱
状
で
、
上
部
が
分
厚
い
円

板
状
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

〔
萩
の
五
十
音 

お
ま
け
〕 

 

萩
の
五
十
音
に
つ
い
て
は
、
前

号
で
四
四
フ
レ
ー
ズ
の
紹
介
を
終

え
ま
し
た
が
、
創
作
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
た
際
、
高
校
の
恩
師
か

ら
「
ん
」
の
句
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
さ
す
が
、
う
ま
く
締
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
！ 

 

ん
っ
う
ま
い
！ 

一い
ち

日に
ち

の
〆し

め

チち

ョょ

ンん

マま

ゲげ

ビび

ーー

ルる 

 

海を見下ろす場所に

建っています。 

松が見事です。 

キリシタン燈

籠という説も

あるとか。 

趣きある佇まい。 

左からアルト・ウィート・ 

ペールエール・ＩＰＡ。 


